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はじめに

このドキュメントでは、Chromebook Clientのセキュリティのソルト値をリセットする方法につい
て説明します。

概要

この記事では、Chromebook Clientのセキュリティ設定のSalt値をリセットする手順について説明
します。

この記事を書いている時点では、Umbrellaダッシュボードから設定されているSalt値をリセット
することはできません。Salt値は、Security for Chromebook Clientのドメインネームシステム
(DNS)レイヤ保護に必要です。これは、導入ガイドラインに記載されているように、DNS over 
HTTPS(DoH)を使用してDNSクエリをUmbrellaリゾルバに送信するためです。

設定エラーやその他の問題のためにSalt値をリセットする必要がある場合は、サポートチケット
を発行する必要があります。

ソルト値のリセット

 

Salt値のリセットを要求するサポートチケットを発行します。サポートチームのテクニカルコン
サルティングエンジニア(TCE)は、お客様の組織のリセットオプションを有効にして、お客様が
Saltの値を自分で更新できるようにします。

TCEがリセットオプションをイネーブルにしたら、Saltの値を次のように設定します。

Umbrellaダッシュボードにログインします。1. 
Administration > Chromebook Configurationの順に移動します。2. 
Salt値フィールドを見つけます。3. 
Salt値の横にあるConfigureoptionをクリックします。4. 
新しいSaltの値を入力し、変更を保存します。5. 

https://docs.umbrella.com/deployment-umbrella/docs/deploy-the-chromebook-client#dns-layer-protection
https://docs.umbrella.com/deployment-umbrella/docs/deploy-the-chromebook-client#dns-layer-protection


これらの手順を完了すると、Chromebook Clientの設定で新しいSaltの値が使用されます。

TCEがUmbrellaダッシュボードのSalt値のリセットオプションを有効にした前後で、
Chromebookの設定セクションを比較できます。

リセットオプションを有効にする前に



リセットオプションを有効にした後



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


